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令和元年 第５回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

議案第５２号から議案第５５号までの４件について、審査の経過

と結果をご報告いたします。 

まず、『議案第５２号 選挙公報の発行に関する条例の一部を改

正する条例の制定』の件について、ご報告いたします。 

執行部から、法の改正により選挙公報の掲載文を電磁的記録によ

り提出することもできるようになったため、本市においても同様に

条例を改正するものです、との説明を受けました。 

委員会では、電磁的記録による提出とは具体的にどういうものな

のか、との質疑があり、執行部からは、CD－ROM、USBメモリ、電子

メール等で提出することである、との答弁がありました。また、一

委員から提出するすべての様式が電磁的記録で提出可能になった

のか、との質疑があり、執行部からは、選挙公報のみの改正であり

他の様式は従前どおりである、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 

次に、議案第５３号から議案第５５号までの３件について、審査

の経過と結果をご報告いたします。 

本３件は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、 
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条例を改正するものであり、関連する内容であることから、執行部

から一括して説明を受けました。 

まず、『議案第５３号 筑紫野市議会議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例の制定』の件について、ご

報告いたします。 

本件は、市議会議員の期末手当の支給割合を改めるため、条例の

一部を改正するものです。 

委員会では、筑紫地区の状況は、との質疑があり、執行部からは、

本市と同様の引き上げを行う予定であると聞いている、との答弁が

ありました。 

討論では、一委員から最近の消費税増税、社会経済情勢をみて、

生活が苦しいといわれる方が増えており、住民の理解が得られるの

か疑問であるため、反対するとの討論がありました。 

また、一委員から人事院勧告は、社会一般の情勢に適応し、適正

な給与を確保する機能を有するものであり、自治体単独で社会情勢、

経済状況を比較するのは困難なため、人事院勧告に基づき、条例を

改正することに賛成するとの討論がありました。 

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 

次に、『議案第５４号 筑紫野市特別職の職員の給与等に関する

条例の一部を改正する条例の制定』の件について、ご報告いたしま

す。 
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本件は、市長、副市長及び教育長の期末手当の支給割合を改める

ため、条例の一部を改正するものです。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

次に、『議案第５５号 筑紫野市職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定』の件について、ご報告いたします。 

本件は、職員の給料表、勤勉手当の支給割合及び住居手当の額を

改めるなど、条例の一部を改正するものです。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和元年 第５回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

議案第５７号から議案第５９号までの３件について、審査の経過

と結果をご報告いたします。 

まず、『議案第５７号 令和元年度筑紫野市一般会計補正予算（第

２号）』の件について、審査の経過と結果をご報告いたします。 

本件の主な内容は、ふるさと応援寄附金納付促進事業、介護給付

等事業、生活保護事業、災害復旧事業などの補正増であり、歳入歳

出それぞれ６億５３４０万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

それぞれ３２４億７６１４万１千円とするものです。 

委員会では、生活保護費が1億８７００万円ほど増加しているが、 

主な要因は、との質疑があり、執行部からは前年度分の精算に伴う

補助金の返還があることと、医療扶助費の増加によるものである、

との答弁がありました。 

また一委員から、ふるさと応援寄付金が前年度から１.６倍増加

しているということだが、その要因は、との質疑があり、執行部か

らは、今年度も謝礼品を増やし、選択の幅を拡げていること、昨年

７月から楽天が運営するふるさと納税サイトでも受付を開始して

いることが主な増加要因ではないかと考えている、との答弁があり

ました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 
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次に、『議案第５８号 令和元年度筑紫野市国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）』の件について、ご報告いたします。 

本件の主な内容は、一般被保険者高額療養費５０００万円の増額

などをするものであり、歳入歳出それぞれ６１４３万４千円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９７億２５２０万円とするもの

です。また、あわせて債務負担行為の補正として２件を計上するも

のです。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 

次に、『議案第５９号 令和元年度筑紫野市 住宅新築資金等貸付

事業 特別会計補正予算（第１号）』の件について、ご報告いたし

ます。 

本件の主な内容は、平成３０年度決算において繰越金が確定した

ことにより、公債償還積立金を増額するものであり、歳入歳出それ

ぞれ１３７７万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ 

１８０７万７千円とするものです。 

委員会では、積立金の合計額はどのくらいなのか、との質疑があ

り、執行部からは、平成３０年度末現在で１億９１３０万５９６０

円となっている、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和元年 第５回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

『議案第６１号 令和元年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号）』の件について、審査の経過と結果をご報

告いたします。 

本件の主な内容は、平成３０年度療養給付費負担額が確定したた

め、療養給付費負担金を２０８４万７千円増額するものであり、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ２４億７９９７万５千円とするもの

です。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和元年 第５回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

議案第６５号及び議案第６６号の２件について、審査の経過と結

果をご報告いたします。 

まず、『議案第６５号 令和元年度筑紫野市一般会計補正予算（第

３号）』の件について、審査の経過と結果をご報告いたします。 

本件は、令和元年人事院勧告に基づく、給与等の改定に伴うもの

であり、歳入歳出それぞれ１５７７万１千円を追加し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ３２４億９１９１万２千円とするものである、

との説明を執行部から受けました。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

次に、『議案第６６号 令和元年度筑紫野市国民健康保険事業特

別会計補正予算（第３号）』の件について、審査の経過と結果をご

報告いたします。 

本件は、令和元年人事院勧告に基づく、給与改定に伴うものであ

り、歳入歳出それぞれ３３万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額

をそれぞれ９７億２５５３万１千円とするものである、との説明を

執行部から受けました。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 


